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リ
ベ
ラ
ル
群
馬
の
予
算

要
望
は
、
連
合
群
馬
と
の

協
力
で
行
っ
て
い
る
、
県

民
１
万
人
を
対
象
に
し
た

「
県
民
意
識
調
査
」を
ベ
ー

ス
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

政
策
調
査
で
こ
れ
だ
け
広

く
県
民
の
声
を
聞
く
ア
ン

ケ
ー
ト
は
類
を
見
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
、
９
名
の
議

員
が
地
域
を
歩
く
中
で
得

た
視
点
を
加
え
、
限
り
な

く
県
民
の
「
真
の
声
」
を

反
映
し
た
内
容
と
な
る
よ

う
努
力
し
ま
し
た
。

　

12
月
議
会
に
お
い
て

も
、
地
場
中
小
企
業
の
資

金
繰
り
緊
急
対
策
と
し

て
、
制
度
融
資
額
が

２
５
０
億
円
拡
大
さ
れ
、

反
映
さ
れ
つ
つ
項
目
も
あ

り
ま
す
が
、
次
年
度
予
算

へ
の
反
映
に
向
け
て
、
９

名
が
一
致
団
結
し
て
不
断

に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針

で
す
。

に
支
え
る
。
そ
し
て
、
公

共
投
資
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
な
ど
「
未
来
に

繋
が
る
」
投
資
に
特
化
す

る
。
と
い
う
主
張
で
一
貫

し
た
要
望
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

へ
の
転
換
を
知
事
に
求
め

て
い
ま
す
が
、
リ
ベ
ラ
ル

群
馬
の
予
算
要
望
は
、
こ

の
よ
う
な
与
党
の
主
張
と

は
一
線
を
画
し
て
い
ま

す
。

　

あ
く
ま
で
財
政
規
律
は

堅
持
す
る
。
そ
の
上
で
、

苦
境
に
立
つ
地
場
企
業
や

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
緊
急
的

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
県

財
政
を
踏
ま
え
つ
つ
、
12

月
２
日
に
リ
ベ
ラ
ル
群
馬

は
次
年
度
予
算
要
望
書
を

大
澤
知
事
に
対
し
て
提

出
。

　

既
に
、与
党
サ
イ
ド
は
、

経
済
危
機
を
口
実
に
「
景

気
対
策
＝
公
共
事
業
拡
大

に
よ
る
放
漫
財
政
」
路
線

は
伸
び
悩
み
、
基
金
の
取

り
崩
し
に
よ
り
財
源
の
穴

埋
め
を
し
た
結
果
、
積
立

金
残
高
は
１
２
３
億
円
も

減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
地
方
交
付
税
等
の

減
少
に
よ
り
、
県
が
自
由

に
使
え
る
財
源
が
大
幅
に

減
少
し
た
た
め
、
経
常
収

支
比
率
が
１
０
０
％
に
迫

り
、「
ゆ
と
り
」
が
殆
ど

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

そ
の
勢
い
に
「
陰
り
」
を

見
せ
て
い
る
こ
と
は
否
め

ま
せ
ん
。

　

昨
年
か
ら
続
く
世
界
的

な
景
気
低
迷
を
受
け
税
収

　

12
月
２
日
に
平
成
19
年

度
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
依
然
と
し
て
全
国
的

に
ト
ッ
プ
水
準
の
健
全
さ

を
保
っ
て
い
る
も
の
の
、

○将来負担比率
　（県債残高や退職引当金などによる将来の財政負担を表す指
標）
　202.2％（全国９位）

○実質公債費比率
　（県債の返済による財政負担の度合いを表す指標）
　9.9％（全国３位）

○プライマリーバランス
　（黒字幅が大きいほど、借金に頼らない健全な財政運営を
行っていることを示す）
　299 億円の黒字（72 億円黒字幅縮小）

○基金（財政調整基金 ･減債基金）残高
　（将来の不測の事態等に備えた貯金）
　340 億円（123 億円減）

○経常収支比率
　（財政に「ゆとり」があることを示す指標。低いほど良い）
　97.9％（5.6％上昇、ほぼ全国並み）

○効率的な事業実施による健全財政の堅持
○地場中小企業の資金繰り対策強化
○若者・中高年の雇用対策強化
○太陽光など自然エネルギーの積極推進による「地球にや
さしい群馬県」の確立
○温暖化防止の観点からコンビニなどの24時間営業の見直
しを進める
○救急医療（産婦人科等）の確立、医師等の確保
○少人数学級の推進
○県産農畜産物の地産地消と首都圏への販路拡大

主な財政指標の状況

次年度予算に向けた主な要望項目県
民
の「
真
の
声
」反
映
に
全
力

平
成
19
年
度
決
算
審
査
が
承
認

リ
ベ
ラ
ル
群
馬
が
予
算
要
望

リ
ベ
ラ
ル
群
馬
が
次
年
度
予
算
要
望

県
民
の｢

真
の
声｣

の
反
映
を
目
指
す

県
民
の｢

真
の
声｣

の
反
映
を
目
指
す
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12月定例県議会の動き

現場主義に基づき環境農林常　任
委員会で討論現場主義に基づき環境農林常　任
委員会で討論

最終処分場計画地を現地住民40名と共に視察
「美しい環境を次世代に」住民の熱意に触れる

倉渕の有機野菜を東京の事業者にＰＲ
県農産物の販路拡大の課題を実践から学ぶ

12月17日付　朝日新聞記事 12月19日付　上毛新聞記事

　

榛
名
十
文
字
地
区
に

（
株
）リ
サ
イ
ク
ル
ク
リ
ー

ン
と
い
う
産
廃
業
者
が
管

理
型
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
（
※
）
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
計
画
地
の
直

下
に
は
水
源
が
あ
り
、
住

民
の
飲
み
水
に
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
元
区
長

を
始
め
現
地
住
民
の
方
々

は
粘
り
強
く
反
対
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

後
藤
か
つ
み
も
住
民
の

皆
さ
ん
と
計
画
地
と
そ
の

直
下
に
あ
る
水
源
を
視
察

し
、
計
画
の
危
険
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
お
い
て
後
藤

か
つ
み
は
、
地
元
か
ら
５

名
の
傍
聴
者
が
見
守
る

中
、
①
水
源
に
危
険
を
及

ぼ
す
計
画
は
不
適
切
で
は

な
い
か
。
②
業
者
の
実
態

が
不
明
の
た
め
、
県
が
徹

底
調
査
す
べ
き
。
③
地
元

住
民
の
合
意
が
無
い
限
り

許
可
す
べ
き
で
な
い
。
な

ど
の
指
摘
を
行
い
ま
し

た
。
執
行
部
か
ら
も
、
反

対
署
名
や
議
会
請
願
の
採

択
を
通
じ
た「
住
民
の
声
」

を
重
く
受
け
止
め
て
い
る

と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

※
管
理
型
産
業
廃
棄
物
最

　
終
処
分
場

　

有
害
物
質
を
多
量
に
含

　

９
月
議
会
で
、
議
員
の

不
当
な
「
口
利
き
」
内
容

を
記
録
・
公
表
す
る
ル
ー

ル
案
が
執
行
部
か
ら
示
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
自

民
党
サ
イ
ド
の
巻
き
返
し

Ｒ
し
ま
し
た
。

　

北
爪
氏
も
「
是
非
と
も

倉
渕
の
有
機
野
菜
を
東
京

で
展
開
し
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
同

時
に
輸
送
コ
ス
ト
等
の
課

題
も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

委
員
会
に
お
い
て
、
後

藤
か
つ
み
は
、
農
家
と
販

売
事
業
者
と
の
間
に
行
政

が
入
っ
て
具
体
的
な
支
援

を
す
る
こ
と
こ
そ
販
路
拡

大
の
近
道
で
あ
る
と
訴
え

ま
し
た
。

　

11
月
26
日
に
、
東
京
で

食
品
事
業
を
手
掛
け
る
会

社
社
長
の
北
爪
氏
（
写
真

左
）
を
「
く
ら
ぶ
ち
草
の

会
」
に
お
招
き
し
、
倉
渕

の
有
機
野
菜
の
魅
力
を
Ｐ

む
も
の
以
外
は
ど
ん
な
産

廃
で
も
埋
め
立
て
可
能
な

処
分
施
設
。
主
に
、
焼
却

後
の
燃
え
殻
や
汚
泥
な
ど

が
処
分
さ
れ
る
。

　

県
の
保
育
士
拡
充
策
と

し
て
、
国
の
配
置
基
準
を

上
回
る
児
童
：
保
育
士
の

比
率
と
な
る
よ
う
に
（
一

歳
児
６
：
１
→
５
：
１　

三
歳
児
20
：
１
→
18
：
１
）

市
町
村
に
助
成
す
る
制
度

が
、
中
核
市
に
は
「
私
立

保
育
所
の
権
限
が
移
る
」

と
し
て
打
ち
切
る
方
針
を

に
よ
り
、
不
当
性
・
公
表

の
有
無
の
判
断
に
議
会
が

関
与
で
き
る
と
い
う
前
代

未
聞
の
ル
ー
ル
案
に
修
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
後
藤
か

つ
み
は
「
議
員
の
み
を
特

別
扱
い
と
は
前
代
未
聞
。

県
民
の
納
得
が
得
ら
れ
る

の
か
」
と
徹
底
抗
戦
し
、

リ
ベ
ラ
ル
群
馬
も
当
初
の

ル
ー
ル
案
に
戻
す
よ
う
要

請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

議
員
の「
口
利
き
」改
革
で
自
民
が
巻
き
返
し

 

そ
の
他
の
主
な
動
き

打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
中
核
市

を
控
え
る
高
崎
市
は
「
県

内
全
域
の
保
育
所
を
対
象

に
始
ま
っ
た
事
業
な
の
で

継
続
す
べ
き
」
と
主
張
し

て
お
り
、
高
崎
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
継
続
を
求

め
る
請
願
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
リ
ベ
ラ
ル
群
馬
も
市

の
考
え
に
同
意
し
、
採
択

を
主
張
し
ま
し
た
が
、
自

民
党
が
同
意
せ
ず
、
採
択

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

後
藤
、委
員
会
で

徹
底
抗
戦（
右
下
記
事
）

保
育
士
拡
充
策
、

中
核
市
は
打
ち
切
り

最
終
処
分
場

計
画
に
警
鐘

環　境

県
産
品
の
販
路

拡
大
に
一
役

農　業


